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岡
山
県
倉
敷
市
の
歴
史
は
古
く
、
お
よ
そ
２
万
年
前
の
旧
石
器
時
代
に
人
が
住
ん
で
い

た
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
物
資
輸
送
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
幕
府
が

直
轄
す
る
天
領
と
な
っ
た
。
戦
後
に
沿
岸
部
を
埋
め
立
て
て
形
成
し
た
工
業
地
帯
に
は
１

９
６
１
年
に
川
崎
製
鉄（
現
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
）水
島
製
鉄
所
が
開
設
さ
れ
、
鉄
鋼
業
も

盛
ん
に
な
っ
た
。
倉
敷
で
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
行
う
田
中
商
会
（
本
社
＝
倉
敷
市
中

島
、
田
中
剛
社
長
）
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
水
島（
倉
敷
市
水
島
）を
訪
れ
た
。

機
友住

建

リ
サ
イ
ク
ル
紀
行

V
ol.41  

田
中
商
会
・Ｊ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
水
島
（岡
山
県
）

「
水
島
作
業
所
」
の
機
能
を
拡
大

�

ガ
ス
切
強
化
で
新
時
代
に
挑
戦

拠点所在地
　

１
９
０
１
年
（
明
治
34
年
）
の

創
業
以
来
１
２
０
年
あ
ま
り
の
歴

史
を
持
つ
田
中
商
会
は
、
現
在
５

部
所
７
事
業
所
の
も
と
製
鋼
原
料
、

非
鉄
金
属
、
製
紙
原
料
を
中
心
と

し
た
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
展

開
す
る
岡
山
屈
指
の
老
舗
リ
サ
イ

ク
ラ
ー
だ
。
主
力
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
は
月
間
８
０
０
０
㌧
を
扱
う
。

　

近
年
は
産
業
廃
棄
物
お
よ
び
一

般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
や
産
業
廃

棄
物
処
理
事
業
も
手
掛
け
て
お
り

廃
棄
物
の
扱
い
を
強
化
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
に
は
雑
品
な
ど
の
破

砕
・
Ａ
Ｉ
選
別
ラ
イ
ン
を
有
す
る

玉
島
工
場
を
開
設
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
な
ど
の
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ

ク
ル
の
機
能
も
拡
大
し
た
。『
リ

サ
イ
ク
ル
で
地
球
を
護
る
。』
を

テ
ー
マ
に
国
益
を
重
ん
じ
つ
つ
社

会
貢
献
に
努
め
る
こ
と
を
是
と
し

て
お
り
、
国
内
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

の
更
な
る
推
進
に
向
け
て
挑
戦
を

続
け
る
企
業
だ
。

　

１
９
７
７
年
に
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

ヤ
ー
ド
内
に
開
設
し
た
水
島
作
業

所
（
敷
地
面
積
９
２
１
０
㎡
）
で

は
、
溶
断
加
工
に
注
力
し
て
お
り
、

月
間
の
扱
い
量
は
お
よ
そ
４
０
０

０
㌧
と
同
社
最
大
だ
。
こ
こ
を
２

０
２
４
年
11
月
に
「
Ｊ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
水

島
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
事
業
を
行
う
Ｊ

Ｆ
Ｅ
商
事
の
「
Ｊ
」
と
田
中
商
会

の
「
Ｔ
」、
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ 

Ｙ

ａ
ｒ
ｄ
の
「
Ｒ
Ｙ
」
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
で
、
新
時
代
へ
の
「
Ｔ

Ｒ
Ｙ
」
を
続
け
る
と
い
う
決
意
も

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
水
島
は
従
来
の
加
工

に
加
え
て
、
他
部
署
よ
り
合
流
し

た
解
体
班
の
強
み
を
生
か
し
な
が

ら
大
型
対
象
物
や
特
殊
な
構
造
物

の
解
体
な
ど
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
、
ガ
ス
切
り
加
工
の
幅
を
増
や

し
扱
い
量
を
強
化
し
て
い
る
。
解

体
や
取
引
を
行
う
対
象
地
域
は
岡

山
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
九
州
・

沖
縄
を
除
く
西
日
本
エ
リ
ア

を
網
羅
。
将
来
倉
敷
に
導
入

さ
れ
る
電
気
炉
へ
の
鉄
源
供

給
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

ガ
ス
切
に
注
力
す
る
背
景

に
つ
い
て
田
中
社
長
は
「
人

の
技
を
用
い
た
手
触
り
感
が

あ
る
仕
事
こ
そ
生
き
残
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
な

る
」
と
い
う
。
人
口
減
少
に

よ
っ
て
内
需
縮
小
の
加
速
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
鉄
リ
サ
イ

ク
ル
業
で
は
新
規
参
入
も
増
加
し

て
お
り
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

「
油
圧
シ
ャ
ー
な
ど
の
大
型
機
械

を
用
い
た
従
来
の
事
業
モ
デ
ル
だ

け
で
は
厳
し
い
時
代
」
と
い
う
田

中
社
長
の
発
言
は
、
最
新
鋭
の
機

械
も
備
え
た
企
業
経
営
者
の
言
葉

と
し
て
重
み
が
あ
る
。
新
た
な
事

業
モ
デ
ル
を
形
成
す
る
上
で
も
Ｊ

Ｔ
Ｒ
Ｙ
水
島
の
役
割
は
大
き
い
。

　

田
中
社
長
は
「
ガ
ス
切
加
工
に

お
い
て
『
何
で
も
切
る
プ
ロ
集

団
』
の
我
々
に
ぜ
ひ
お
任
せ
い
た

だ
き
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。

を
行
う
ス
タ
ッ
フ
は
技
能
講
習
な

ど
を
通
し
て
基
礎
知
識
を
取
得
し

た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
お

い
て
も
日
々
研
究
を
続
け
な
が
ら

技
術
を
磨
い
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
も
半
数
以
上
が
ガ
ス

切
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

解
体
物
件
で
切
断
し
た
ス
ク
ラ
ッ

プ
を
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
る
こ
と
も

可
能
だ
。

　

こ
う
し
た
活
躍
す
る
人
材
の
確

保
や
育
成
に
つ
い
て
田
中
社
長
は

「
社
員
が
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ

る
職
場
環
境
の
整
備
」
を
経
営
の

重
点
項
目
の
一
つ
に
掲
げ
、
業
務

の
シ
ス
テ
ム
化
や
勤
務
体
制
の
改

善
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
る
。

　

時
代
の
変
化
を
一
歩
先
で
捉
え

な
が
ら
、
新
た
な
発
想
と
実
践
に

よ
っ
て
田
中
商
会
の
歴
史
は
紡
が

れ
て
い
る
。

中
堅
に
加
え
て
、
近
年
は
若
手
メ

ン
バ
ー
も
増
え
て
い
る
。
ス
タ
ッ

フ
の
年
齢
や
性
格
は
様
々
だ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
に
熱
心
で
あ
る

と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
ガ
ス
切

加
工
は
母
材
の
形
状
や
材
質
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
。
こ
の
た
め
「
適

切
な
運
用
に
は

一
人
ひ
と
り
の

技
術
が
大
事
に

な
る
」（
安
田

班
長
）
と
い
う
。

　

社
員
の
技
術

力
は
会
社
の
大

き
な
強
み
だ
。

ヤ
ー
ド
や
解
体

現
場
で
ガ
ス
切

　

Ｊ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
水
島
で
ガ
ス
切
の
現

場
を
指
揮
す
る
第
２
製
鋼
原
料
部

工
事
班
の
安
田
歓
班
長
は
、
田
中

商
会
に
つ
い
て
「
老
舗
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
が
、
新
た
な
挑
戦
を
続

け
る
組
織
で
、
働
く
人
も
多
様
性

が
あ
る
」
と
語
る
。
ベ
テ
ラ
ン
や
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～住友建機がある風景～～住友建機がある風景～

S
（本社工場）

H330LC-7：�2023年5月 に 本 社 工 場 に 導 入 し た
「SH330LC-7」は、同社における主力機
のひとつとして鉄骨などの鉄スクラップ
の切断加工処理を行っている。

プロ目線の対応に期待
　2024年12月現在、田中商会は本社工場
に計3機の住友建機製マシン（SH250-
6MH、SH135X-7、SH330LC-7）を導
入している。2025年1月には、JTRY水島
にSH250-7LMの納車が決定。アタッチメ
ントに鉄骨切断機を搭載して鉄スクラップの
切断加工を行う予定だ。
　田中社長は機械性能やサービス体制といっ
た住友建機のトータルバランスを評価しつつ、
機械のプロ目線に立ったアドバイスや提案を
期待している。
　万が一、機械が故障した際に原因を「使用
上の問題」とだけ指摘されてもユーザー側に

打つ手は無い。適
切な対処や安定し
た運用を続けるた
めには現場や作業
内容を理解したプ
ロ目線でのアドバ
イスが必要になる。

　田中商会は資源リ
サイクル業をサービ
ス業と捉え、顧客の
困りごとを徹底的に
研究しながら課題解
決を図ってきた。現
場の営業やスタッフもプロの視点と技術を
持って日々の仕事に取り組んでいる。
　金属リサイクル向けの建設機械に強みを持
つ住友建機にもプロフェッショナルの目線に
立ったアドバイスや対応が求められている。

担当：永田 智也
　最適な機械やサービスを
提供できるように、お客さ
まのもとへ伺い勉強を続け
てまいります。岡山エリア
のリサイクル建機はお任せ
ください！

岡山支店
〒701-0221 岡山県岡山市南区藤田564-215
Tel : 050-9002-0164  Fax : 086-296-9083

SH250-6MH

人
材
確
保
へ
職
場
環
境
を
整
備

�

新
た
な
発
想
と
実
践
で
歴
史
紡
ぐ

SH135X-7

左から安田歓班長、田中剛社長

JTRY水島・ガス切ヤード


